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都市計闘が住民生活に与えるインパクトに関する都市人類学的考察

～ブルキナブアソ、ワガドワグ市のザカ計蕗 ProjetZACAの事例から～

清水

｛要旨｝

ブノレキナファソの首都、ワガドウグでは、 2003年からザカ計画という都市計画が実施されて

いる。この計画は、ワガドワグ中心部にあったハウサ入を中心とする外国人街、通称ザング、エ

テンの！日街区を取り壊し、そのあとに、現在の商業地区から連続した寵業、行政地域を

るというものである。この都市計額により、！日ザングエテン住民は、ワガドゥグ南縁部のトラ

ム・ダキュイなどへの移転を余儀なくされた。

本稿では、この都市計画による住民移動が住民自身に与えた影響を検証し、住民の新しし

の適応、そして、生活の変化を検討することを罰的とする。本稿で明らかになるのは、

権力と住民との間の関係性はねじれたものではあるが、住民は権力への抵抗を示すわけではな

く、現状を受入れ、移住による副産物にも気付きながら自常を生きているということである。

しはじめに

アフリカ諸国の大都市闘では人口流入や保健衛生の向上の結果、都市人口の増大が進んでい

る。都市の人口増大は、そのまま住宅問題や環境問題、さらに、スクォッタ…やストリートの

住人、スラム街や、路上商人の存在理自に直結している。アフリカ諸政府にとって、こうした

インアォーマル・セクターに類する人びとの存在は、近代化や題歌化を陸害するものとして、

アフリカ諸霞政府から決して快く患われてない。その証拠に、街の美化と称して、彼らはしば

しば強制的な排除の対象とされる。これらの排除は国寮や要人を迎える誼前に、また、時には

なんの前触れもなく行われる。しかし、一時的な都市の f清掃j は、そもそも都市化について

の根本的な解決を与えない。より「近代的j に発援を自指すアフリカ諸国は、住民にもその在

り方に従うように促す。その一つが、アフリカ諸国の大都市部の急激に進む都

そして、実質的な経済発展を実現するため、アフリカの主要都市の経済、

特に緊急課題として考えられている。

である。

は、

本研究の自的は、ブノレキナブァソの首都、ワガドゥグ市において行われる都市計調、ザカ計

酉1が住民生活に与えてきた、｛主民生活に与えた影響の意味を検討することである。検討の方法

は、人類学的手法、雷い換えれば参与観察、開き取りを中心としたデー夕、および、

の検討による。

なお、本論文のもとになった調査は、日本学術振興会・特別研究員研究奨励費によって

したものである。

1.1. 近代ワガドゥグの拡大の

ワガドワグがそシMossiの領有する地域となったのは、 12世紀のことである（Skinner1964: 17、

Co司uery-Vidrovitch1993 :266）。それまでは、ニョニョンセ Nyonyonse、ニニシ Ninisiが領有して

1 プロジェ・ザカ ProjetZACA (Projet Zone des activites Commerciel et Administration）。本稿では、
「ザカ計画j と記述する。
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いたが、南部から北上してきたモシがとってかわった。ワガドゥグは、ニジエールJ1 I沿いに散

らばる、トンブクツ、ジェネと言ったサハラ交易の商業中継点と、現在のガーナやコートジボ

アーノレの海岸部、森林地帯との中陪点に位置し、通商上の中継点として発展した。コックリー・

ヴィドロヴィッチは、ブノレキナファソ第 2の都市であるボボ・デ、イウラッソ BoboDiulassoと

並 び 、 南 北通商の要所であったことが都市化の要因だったと述べている

(Co弓uery酷 Vidrovitchl993 :267）。

近代ワガドウグが本格的に拡大を開始したのは、 20世紀初頭以来である。最初の契機になっ

たのは、カトリックミッションのワガドゥグへの入植であり、次には、第 1次世界大戦勃発に

伴い、プランス植民地政府が兵士募集を行ったことである（Skinner1974:27）。スキナーによれ

ば、 1945年にはワガドゥグの人口は 17,800人であったが、 1946年から 51年までに人口は約 2

倍に増えたという。この間の人口増は農村からの移民とプランスの植民地支配のための外菌人

移住者によるものであり、現在の人口変遷とは多少その性質を異にする（SkinnerI 974:34）。現

症のワガドウグの輪郭は、フランスから独立した 1960年頃から形づけられたと言ってよいで

あろう。そして、「より動態的、戦略的なワガドゥグへの人口流入Jは、 1980年代になって激

化した（Meyer2004:35)20 ワガドゥグ市は、ここから期臨の数か村を飲み込み、拡大の一途を

たどる。新たな街区ができ、 2000年ころには、ワガドゥグ市の人口は 100万人を超え、西アフ

リカ有数の大都市へと発展している。

1.2. 先行研究

本稿はブノレキナブァソの首都、ワガドゥグ市の都市人類学的研究の論考の一部である。

ワガドゥグに限らず、すべてのアフリカの都市は、極度の政治不安、経済的不調にさらされ

ない限り拡大の一途をたどっている。その要思はまず国内外からの人向流入であり、次

した人びとによる自然増である。近現代ワガドゥグの都市膨張の過種と歴史・地理学的な観点

から、Fournet,F、Meunier-Nikiema,A、Salem,Gによる研究の成果である、”Ouagadougou(1850-2004) 

Une urbanization difference円はワガドゥグの都市形成史研究に注目すべき足跡を残している。殊

に、一般的にアフリカ諸都市で都市計額が活発だった 1980年代の都市計画を大きく扱ってお

り、この時代の都市計画が現在の都市空間形成に与えたインパクトの大きさを論じている。

都市計画は住民にとって不可抗力である。都市膨張のプロセスの一部としての政治的な力

に対する都市民は、抵抗、適応、顕応、無関心と言った手段により「抵抗j する

（松田 1996）。こうした行政と都市民の関の相克は、これまでの都市人類学でも頻繁に扱われ

てきたテーマであった。古くは、「状況的アプロ…チ Thesituational approachJ 3として、ミッチ

エノレらが、バントン Bantonやエプスタイン Epsteinの都市民の社会変化 Socialchangeの研究群

をまとめた（Mitchel1961）。都市計画による住民の移動は、住民生活を変化させる誘因となり、

それはミッチェノレらが述べるような政治的制限である。そして、松田は、都市民の生き方を、

2 メイヤーによれば、 1975年から 1985年までの開に、移入民、自然増で年聞の人口増加率は 10覧前後で
ある。ニキエマ Nikiemaによれば、この人口増大は 1983年から 1996年にかけ、ワガドワグ市の住宅地
韻穣は、 24krrfから l24k rrfに増加した（Nikiema2004:51）。それ以前には、 12krrfほどであったという報
告もある（Skinner1974:19）。
3都市民が適応する都市状況の変化の外在的要患を 6点にまとめた。 6点、とは、 a）住麗密度 Densityof 
settlement、b）移動性Mobility、c）異質性Heterogeneity、d）人民学的不均衡Demographicdisproportion、

Economic differentiation、f）政治的制眼 Administrativeand political limitation 
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『抵抗する都市 ナイロど 移民の世界からJにまとめ、都甫民の柔軟な生き方を描いている。

さらに、和崎の都市民の再ブオーク論は、都市民が生成した文化の受容と変化をとらえるう

えで示唆的なモデノレを提供している。アフリカの都市人類学の研究と日本の都市祭礼研究から、

都市社会のなかのアオークのあり方を 3つに分類する4 （和椅 1996:345-376）。ブオーク誌和

崎が示したような祭礼や（村落の）慣習と理解しうるが、生き方や記檎まで広く解釈すれば、

その地iこ埋もれる不可視的な街の特性を示すことが可能である。和i埼が提案した「時間的うめ

込まれ型j と呼ぶブオークのあり方は、殊に都市周縁においてわかり易い

述べるような都市計画により、都市中心部から外縁部に移動を余議なくされた人びとにとって、

の地域で成立したフォークが継続され、ノスタルジックに当時を語るような現象に見る

ことができるのである。

2.ザカ計画とザングエテン

2.1. ワガドゥグ市の拡大とザカ計商

国 1. プロジェ・ザカ実施地域

Nikiema2008 p55より

ザカ計商は 1987年、 トマス・サン

カラ前大統領施設時に計留された、ワ

ガドゥグの都市計闘である。

この都市計簡が立案されたころの

ワガドゥグの人口は、約 44万人

していた。オート・ボノレタ HautVolta 

としてフランス植民地から独立した

1962年の人口がが約 5万人であるか

ら、このときですでに 8倍の人口を抱

える都市になっていた。 1980年代に

は、ワガドゥグをはじめとするアフリ

カの都市の人口膨張は自に見える形

で顕在化してきていた。人口は勝れ上

がるが、この人口を支えるインフラ

舗が追い付かない。この矛盾を解決す

るには、住宅地と首都にふさわしい行

政設備の整備、さらに、経済的な

の再構築が 1980年代以降のアフリカ

の都市行政の急務であった。こうした

時代背景の中、ザカ計画は 1983年に

クーデタによって政権に就いたサン

カラ 5のもとで立てられた。サンカラ

4 a）村落のフォークが都市に持ち込まれ、村のフォークが都市民の生活の支えとなるケース (r空間的も
ちこみ型J）、 b）都市民の生活伝統を自分たちのフォークの源としているケース u自生型J）、 c）中心市街
地の人口膨張や後背地の村々からの人口集中による人口増加によって、連続的な市街地のなかに在郷町
が埋まってしまうケース er待問的うめこまれ型J) （和崎 1996: 360-362) 
5サンカラ TomasSankara大佐が 1983年にクーデタにより政権を響取。現大統領のプレーズ・コンパ
オレ BraiseCompaoreはサンカラの盟友として、このクーデタにも参加していた。サンカラ元大統領は、
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大統領在任中には、ザカ計間以外にも、 1987年にグラン・マノレシェ GrandMarche6が建設され、

ワガ・ドゥ・ミル Ouaga20007の建設が計酒された。この二つの計画とともに、ザカ計画は、ワ

ガドゥグの都市計画の目玉として実施されることになっていた。

図 lはザ、カ計画の予定地域である。対象地となったのは、クノレバ Kouloubeからワガドワグ

国際空港の開の約 200haである。

ザカ言十画は、ザカ 1とザカ 2~こ分けられる。ザカ l はゴンぜドゥ通り Ave. Gompidou8の「近

代化j を目的とした。ゴンピドゥ通りは、ピュロゲンからクノレパにかけての中心を北に伸びる

通りで、この北の端に関連交惹点 Rondpoint Nations Unisがある。すでに、このザカ lについ

ては完成している。「近代的Jな重罵障の建設物が立ち並び、それらは銀行、高級ホテル、飲

食r,5や遊技場である。昼間はピジネスマンや仕事で来た外国人の姿が多く、夜は、飲食店や遊

技場のネオンが光り、現在のクワメ・ンクノレマ通りは、ワガドウグで最も；埠びやかな街として、

ワガドゥグの「近代化j のシンボノレともなっている（参照図的。そして、このクワメ・ンクル

マ通りの両側にザカ 2、つまり、通称ザングエテン9と呼ばれる地域がある。ザカ 2の地域i士、

この約 85haの地域が対象となっている。

図2. プロジェ・ザカ完成予想、図 ザカ計画は、行政商業地域という名のとお

り、ワガドゥグの行政、 中心地として

開発が進められている。すでに 2005年から

各官庁がワガ＠ドゥミノレに移転を始め、行政

は開始している。そして、ザカ l

についても、上記のように商業地帯の一部は

しており、次第にこの計画の全貌が明ら

かになってきている。さらに、この一連の地

、ワガドゥグの経済の中心である、グラ

Projet ZACAパンフレツトより ン＠マノレシェと卸売の盛んなグラン・モスク

Grand Mosque周辺の商業地帯が付け加わり、

ブノレキナファソの一大商業地域となる地域であると諒されている。

ザカ計商事務毘が述べているように、ワガドゥグ市は、

(Projet ZACA:2）。また、近年、ますます上がるワガドゥ

タト

に小さく、多くの商業従事者は鱒人

もない。プライベートの

、必ずしもこの

で中心性がない都市である

を考え合わせても、

るのみで、同

ンブラ事業10以

中心f生の欠如が、ザ、カ

計画が指摘するところの「都市機能不全状態j に焔らせた最大の涼図となっている（Proje

ZACA: 2）。ザカ 2計画は、こうした、小さいながらもグラン・マルシェやグラン・モスク近

辺に集中する卸売を中心とする商業地域を拡大させるために実施されようとしている。

その後、 1987年にコンパオレにより打倍されるが、現在に至るまで霞畏的英雄である。
6正式名称は／レード・ウォコ RoodWoko 
？ワガドゥグ南部に新たに作られた街認で、新大統領府、官邸、各省庁、外交使鯖、高級住宅の建設が
実施されている。いわば、新都心的な揮が目指されている。
8現在のクワメ・ンクノレマ通り Ave.Dr.Kwa恐 eNkruma 
9 行政地図上は、クノレパ Koulouba、チェドパロゴ Tiedpalogo、ザングエテン、ピュロゲ Peuloghinの
4地域のことを指す。
10 電力、霞話、水道等
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ザカ によれば、この都市計画の目的は、 1.都市の部分的再開発、 掃を分

割しなおして有効利用すること、 3.都市イメージの改善、 4.蔀業機会を増大させること、 5.地域

開発、 6.画一的、現実的な競則的処霊の 6点である。次節で述べるように、ザングエ

デンはワガドゥグ事における一大商業地に隣接する住民の薬積地である。しかし、強立以降、

人口増大の途上にあるワガドゥグ市の近代的経済活動は、グラン・マルシェ、グラン・

モスク周沼の狭小な地域にあるのみで、ある。事務局が述べているように、確かに、 100万人を

超える、一層の首都の寵業地域としてのまとまりは薄い。掃業地域の拡大、再整舗については、

「ザカ j という商業・行政地域を示す名称からもうかがえることであるし、プロジェクトの罰

的においても、 4や 5で強調されていることでもある。

以上のように、ザカ許闘が計画された背景には、ワガドゥグ市の急激な人口膨張によって必

要に迫られた都市機能と「近代的jな都市づくりを指向する行政の意向が強く働いたことが分

かった。この計画の実施には、計闘から 20年以上が経過されているが、守政は粘り強くこの

計調を進めていることが分かる。それでは、このザカ計画が実施されたずング、エテンという地

域はどのような地域であったのか。次項では、ザ、ングエチンについて論じていく。

2ム f外国人の街j ザングエテンの成立

ザング、エチンは、ワガドゥグ中心部 る住培地であった。聞き取り

ったのは、西アブりカに広く分布するハウサの人びとは、各地にハウ

で明らかにな

を作り、それ

ぞれの蔀市でコミュニティを形成してきた。ザングエテンの呼称の由来は、「ザンゴjや「ザ

ングj はモレ語でハウサ脂身を指し示す呼称である （）1 I問 1980）。

ザングエテンにはこの呼称が示す通りハウサ系の人々が多かった。しかし、そこに住んでい

たのは、ハウサ以外にヨノレパなどのナイジエリア出身者やガ…ナ出身者がこの地域の多くを占

めていたと言われ（Skinnerl 974:43）、一種の外国人街を形成していた。モシの！日住民への開き

取りでは、この傍を「外国人の街 villed市trangerJ と呼ぶ人も多く、この街がワガドワグの主

要民族であるそシの人びとにとっても移民の街と認識されていたことが分かる。ただし、この

外国人とは、ハウサのことを指すことが多い。この地域をまとめていたのは、外国人の長 chef

d可trangerと呼ばれる人であり、この長はハウサの一家が代々継いでいる。ワガドワグにおけ

るハウサは、ヤノレセ yar託、ヂィウラ dioula等と並び、重要な高業の担い手である（Skinnerl 964:67, 

Co守口出印刷γi品rocitch1993 :23 8”239等）。西アフリカの繋易路の中継点としての重要性を持つワガ

ドゥグにとって、ハウサをはじめとする商業諸民族はワガドゥグ成立に重要な意味をもった。

よって、ザングエチンという、ハウサを

となどで、ハウサの人びとがワガドワグ

る地名やこの地域の長がハウサであるといったこ

されてきたことが分かる。

ザングエテンのハウサのつながり、さらに酪業地域としての発展の結果は、ナイジエリア北

部とザングエテンのつながりにも見ることができる。一例として、 2003年まで、この地域から

カノ Kano、ラゴス Lagosへの夜行パスが運行していた。ワガドゥグからラゴスまで、韓路で

約 40時間と言われたこのパスは、詩週 2授から 3便があったと雷われるが、毎回このパスは

満席で、大量の荷物が患根上に乗せられていた。

さて、シドワヤ紙に掲載された政府による記事では、ザカ計画で、一掃された 85haの敷地に

50,000人から 75,000人の人口を抱えていたと報告されている（Sidwaya2003. l.9）。その人口密

度は、この地域で最も多いところで 866人／ha( 1996年）で、ワガドワグ全体の 97.4人／ha( 1996 
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と比べると、ワガドウグの中でも特に高人口密度地帯であったことが分かる

(Nikiema2008:52,53）。この高密度の人口は、この街をとても清潔とは呼べない績にした。こ

れは筆者が世界でも最も清潔であるといわれる日本から来たからそのように感じたわけでは

なく、ワガドゥグの往人ですら、ザング、エテンを説明するときに不潔（Sale）という言葉と共

に語るほどである。ザングエテンに足を踏み入れると、日中の気瀧が 40度を超える乾期であ

っても、路上に廃棄された生活排水のために地面はぬかるみ、過剰な人口密度のために汚水が

あふれ、街路に滞留し、常に街にはアンモニア臭に近いにおいがしていた。

ザングエテンは、モシ王国の王である、モロ・ナーパ MoghoNaabaから、ハウサ麗人たちが

住まう場所として与えられた土地である。その名称やワガドゥグの成立過程から、ハウサは、

マンデ系蕗人と並び、経済的に重要な位置を占めており、王宮に隣接する土地を与えられたも

のと考えられる。一方の荷業民族のマンデ系はモシと関一化したが、ハウサは独自の長11を掲

げ、現在のナイジエリア、ニジェーノレとの交易を近年まで継続していた。

( Cordell&Gregory&Piche 1996:50-55）そしで、ザングエテンはハウサやヨノレバと言った、古く

からイスラームを強く信仰してきた人びとが中心に出来上がった地域であり、当然の成り行き

としてこの地域はムスリムの多い地域となった。歴史的に、ワガドゥグのイスラームは、ハウ

サやマンデ系のイスラーム臨入によって持ち込まれたと言われる（SkinnerI 974、Cordell& 

Gregory & Piche 1996など〉。ワガドゥグを統治していた、モシの玉、モ泣・ナーパがイスラー

ムに入信するのは、比較的新しく 19世紀後半であったが、これらのイスラーム高人により、

市井には 15世紀ころイスラームはすでに浸透していた。

ザングエデンに隣接するサン・レオン SaintLeonと呼ばれる地域がある。サン・レオンとは、

牢真 1.プロジェ・ザカ

(2009.2筆者撮影）

ことができる。

初期のカトリック・ミッションの翠人の名

から取られた名前である。この名にちなみ、

1934年のカテドラノレ建設前後に、カトリッ

クの住居地として、モロ・ナーパから与え

られた土地である。この街区は、現在に至

るまでカトリック・ミッションが取り仕切

っており、行政もこの地域には手をつけら

れていない。この地域は以上のよう

で、カトリックの多い地域である。このそ

ロ・ナーパの宮殿に隣接する 2つの地域は、

イスラームとカトリックの住み分けを呂

的として区分けされた地域である、という

ザングエテンと呼ばれた地域はここだけではなかった。もともと、ハウサの人びとが居を構

えたのは、現在のワガドゥグの鉄道駅があるあたりだという。現在では鉄道駅の贈りに、

が軒を連ねる市民サーピスの中枢が集まる地域である。

この地域から、少し北部jの、 のシテ・アン・トロワ CiteAN mと呼ばれる地域までがずン

グエチンであったという。開き取りによれば、 2003年にザカ計闘の対象となったザングエテン

11 上述の外国人の長のこと。
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は、 2世代ほど前に出来上がった地域となる。

ザング、エテンの住民は 2震の移動を求められたことになる。 の移動の際はザ、カ 2ほどの

議乱は克られなかった。これについては次のような説明がよく関かれた。最初の移動もサンカ

ラ政権の元で行われたが、このときは、サンカラ大統領自身が｛主民の説得に赴き、大統領自

が重機の運転を引き受けたという。そして、生民に対しては、腰を低くして、必要な住民には

こ3ツトンの地荷を贈って誠心誠意の説得が行われた。ゆえに住民は快くその土地を引き渡し、

潤滑な移動がなされた。こうして、 2003年まで存悲したザングエテンが成立した。

2ム ザカ計画によるザングエテン住民の移動

ザングエテンの 2度目の移動はザカ計酪（ザカ 2）に際して行われた。

最初の移動が静かなものであった一方で、 2度目の移動は、 5自の住民デそが行われるほど

れたものとなった。住民たちは、 AJZ（ザング1 テン若者組合、 Associationdes juness 

Zangouettin）を組織した。 AJZ会長の A氏によれば、最初の 4回のデモは、行政に対してザカ

計画の取りやめと移動の拒否を示したものだった。まず、住民たちは住民都市化省 Ministre

l' habitat et l' urbanization、大統領府への行進という手段をとり、市井にアピーノレした。ザング

エテン取り壊し前攻、すでに多くの住民が新たな住処へ移動した後に行われた 5回目のデモが

も激しいものであった。 5回目のデモでは、かねてより配備されていた警察と住民組織の関

に衝突が起こり、暴動となった。結局、約 30名が MAC012に移送され、事－態が落ち着く 1カ

丹後まで留置されるほどに大規模なデモに発展した。このデその様子は、 i自住民たちへの開き

散りからわかったことだが、これほど激しいデモであったにも関わらず、新開等への記事は一

切ない。

これらのデモ、衝突の原留は、 に当時の生活拠点から移動することに対する住民の抵抗

運動の議相を呈していた。しかし、もう一つの原因が、自らがザングエチン出身であった、ザ

カ計画推進派の住畏都市化省の高官による汚職疑惑、行政の強硬な姿勢であったという。確か

に、行政は住民との対話を何度も行い、説明を行ってきた。新開上にも、 3回の対話の呼びか

けがなされている（SidwayaPaalga 2003.1.2, 2003.2.3、2003.3.3など）。そして、政府側からは、

最終的にいくばくかの保証金13が支払われていた。しかし、とりわけ、住民がザングエテンに

愛着を持っていたにも関わらず、最終的に行政側の方針を住民に押しつけた側面は否めない。

さらに、この政府高官は、自らが生まれ育った故郷を私利のために行政に売り払った、という

噂が立ち、住民たちをより激しい抵抗へと駆り立てたという。

それでは、なぜザング、エチンがザカ計画の対象地として選ばれたのか。まず、ザカ計繭の罰

的にもあったように、蕗業・行政地域の拡大は、現在のブルキナアァソ経済にとって最も

に行われなければならない都市計画であった。そして、さらに、ニキエマが、 f街の中心街に

古くて汚い街区があることをもはや有益なこととは認、められないJ(Nikiema2008:54）と行政の

を示しているように、ザングエテンがザカ対象地域として選択された背景には、商業地区

と隣接していること以外にも、この地区の浄化もひとつの理出として挙げられているのである。

反対運動の盛り上がりを傍自に、 2003年 11月 8自、すべての住民たちはザ、ングエテンを離

れ、新たな生活の場を求めて移動した。住民の移動先は、さまざまであった。ワガドゥグ高部

12ワガドワグ刑務所 Maisond'arrete et de correction de Ouagadougouのこと
13舗装道路治いの土地が 40,000Fcfa/rrf、街区内が 25,000Fcfa/rrf
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に行政が用意したトラム・ダキュイ、サーバのトラム・ダキュイを中心に、ある者は家族や友

人の元へ転がり込み、ある者は新たに家を購入し、また、借家を探した。また、中には、ザカ

計酪前に他所に移動した家族も少なくない。 A 氏の一家もその一つで、 A 氏の父i士、 f政治で

決定したことは、避くなっても必ず実行されるj とし、ザカ計闘が実行されることが決定した

時点で、移転することにしたという。 A氏の

部に土地を賢い、家を建てて移り住んでいる。

は、 2000年には、ザングエテンを離れ、市東

ワガドゥグの f近代化j の象徴として、ブルキナファソ政府は、 との間 を含みな

を散りつぶし

である。こ

がら、ワガドゥグの原風景を藤し出していたザング、エテンの非「近代的j

た。施工後 5年を経た 2009年現在でもようやく主要道路の舗装化が終わっ

の問、ザングエテン住民の生活はどのような変化があったのだろうか。次章では、 i臼ザングエ

テンの人びとの生活について論じていく。

3. I日ザ、ングエテンの生活～家族的地縁の世界

開き敢り調査は 30名ほどに対して行った。ザングエテンはf民族の交差点 Carrifourdes ethnisJ 

と呼ばれるほど多民族性を有した地域であった。しかし、その多様性の中で、旧ザングエテン

住民のすべてが、ここの人間関係を FamilleJ という を使って説明した。

旧ザングエテンに住んでいた人びとは、自々顔ぶれが変わり、不特定多数の人が小さな

治まりする、という光景がよく見られた。この街区の悪臭やぬかるんだ路地は、多くの人

に、この街を fスラムj として説明させた。しかし、この街は、実のところ、住民が言う

族j 的と呼ぶほどの密接な人間関係、のある地縁世界が展開していた。 i日住民が語った f

ということの を考えてみたい。

ザングエテンの

ち並んでい

ンコ、もしくは少

の多くは、中庭を臨むようにして、狭小な部屋が 5軒から 10軒ほど立

は、パンコ Bancoと呼ばれる日干し煉瓦で盟いがなされ、家屋自体もパ

的に余格のある場合、セメント入りのパンコないしセメントのブロツ

クで作られていた。 、サ口ンと寝室があり、洗い場とトイレは共同、調理は中

うことが多い。

として、 M 氏の父が

げることにする。

してい と、 0氏の父が していた の を

M氏と A氏が住んでい を例に描写してみよう。約 lOm西方の敷地に中斑を阻むよう

にして 10

は M の父

ある。それぞれの

してお号、関

んでいた L氏は M 氏の古くからの

氏によれば、 L氏はこの間、一度も

までも容認していたという。また、他に 8名がこ

ロン l で統一されている。

んでいた。この

をあてがわれていた。 L氏、 M

、そのことを L氏、 M 氏、さらに M 氏の父

んでいたが、実際に家賃を支払

っていたのは、出入りが頻繁だった 4名のみだった。 L氏はこのころから塗装業を営んでいる

が、収入があると、食事や茶を擦る舞うことがあった軽震で、他にこの部屋の家賃として金品

を払ったことがない。他の 3名の M 氏の知人が M 氏のような処遇で住んでいた。ほかの 4部

麗は、しばしば住人が変わっていたが、

月 7,000れおのみであった。

。氏の父はイスラーム社会の

の多くはヨノレパ人で、

で、ザングエテンでも

は彼らが支払う毎

な を築いていた。
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0氏の父は、 3人の姿を持ち、ザングエテンの舗装道路沿いに大きな敷地を保有していた。よ

って家族は大変な大家族で、それぞれの議が 7名の子どもを持ち、常に 30人近い人数の

がし、たという。 0氏によれば、これだけの大家族であったにも関わらず、常に家には詳の

あり、それが当り前のことであったという。

ザングエテンの社会の子どもたちへの対応についての語りも靖報提供者で一致していた。ザ、

ングエテンの多くの家斑では、子どもたちは敷地内のひと部震を与えられて、数人で共有して

いた。つまり、子ども部屋があったということである。仕事があるなしに関わらず、親は多く

の場合、街へ出るなどして仕事を探している簡は、間じ敷地の他の大人がすべての子どもの親

の代わりだった。子どもがいたずらをすれば、どこの子どもかわからなくても叱りつけられた

し、それが当り前のことだった。 L氏は、「ザングエテンの子ども iま誰が親だかわからないほ

ど、親以外の大人に壊く子どもがいたj ということを述べている。

以上のように、！日ザングエチン住民が述べる f家族j 的ということは、ザングエテンが、持

つ者は自らの家族に与えるように、無償で与え、持たざる者でも暮らしていける空間であった

ということである。ここでいう、 f家旗J的とは、根られた関係を持った知人に限られている。

このホスピタリティは、 M 氏や L氏などによれば、イスラーム的なのであり、イスラームの客

を扱うように、すべての人を扱っていたために「家族的Jに感じていたのだという。

こうした「家族j的な関係は、間世代聞における親密な関係性の中により強く見出すことが

できる。各世代間の関係性は、茶会において培われた。

ザングエテンでは、毎司、殊に夕方になると茶のにおいが立ち込めた。茶を臨む若者の姿は

ングエテンの家族的社会関係と客を歓迎するザングエテンの気質を象徴するものであった。

夕方になっても日悲しの強いワガドゥグでは、木j撃や藷を張った屋根の下、涼をとりながら

炭火をおこす。仕事がある者は、仕事から帰って水浴びをしてから、仕事がない者は早い時間

からこうした自陰に集まる。茶を入れるポット、グラスや炭を持つ者が道具を持ってくるとテ

ィ・セレモニーが始まる。ティ・セレモニーで使用されるのは、香港から輪入される縁茶、テ・

シュパノレ Thechevalである。密アアジカのティ・セレモニーに特有なのは、小さなやかんで水

から煮出して砂糖を大量に入れることである。このようにして沸かした茶を、 30ccほど

のガラス容器とやかんの関を何度も詮ぎ藍して、空気を入れ、泡だてて飲むのが美味しし

方とされる。最初に沸かした茶がなくなると、同じ茶菓に水を入れ、再度向じことが繰り返さ

れる。これが 3度ほど同じことが繰り返される。炭火で沸かすため、茶を煮出すまでに 30分、

茶を泡立てるのに 30分ほどかかる。つまり、これが 3回繰り返されるとして、 3時間ほどかけ

て一回のティ・セレモニーが終わる。この問、途中からの参加も途中で席を立つことも許され

ており、途中のイスラームの祈祷の時間には一時中断する。

毎日長い時簡をかけて行われるチイ＠セレモニーは、ザングエチンの生活にもう一つの定点

を与える。ティ・セレモニーに集まる人びとは年齢階操的で、あまりに年の離れた者は入れな

い。ティ・セレモニーを行うのは、多くは 20代から 30代の男性である。テイ＠セレモニーの

場で就職の情報を得て定織に就くことができた例があり、また、新たな出会いの場でもあった。

単に夕涼みに友人たちと茶を飲んでいるわけではなかった。

ティ・セレモニーは、ザングエテンの若者にとっての情報交換の場であり、同註代開の関係

を強めていく機能を果たしていた。こうしたティ・セレモニーの機能はザングエチンに限った

ことではない。しかし、ザングエチン取り壊し前後の混乱をきたしていた時期には、夕方、こ
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のように若者が集まってお茶を飲んでいると、しばしば警察に暴力を援るわれた、という。す

なわち、ティ・セレモニーが若者たちにとって重要な矯報交換の場であることは、周知のこと

であることが分かる。

ザングエテンが決して住環境がよかったわけではなかったことは、！日ザングエテン住民の誰

しもが認めるところである。政詩が指摘したように、汚く、極度に人口密度が高く、そして決

して農かな人びとの街ではなかった。しかし、貧しい中にも、もしくは全ての人が一様に貧し

かったからこそ、ザングエテンの人びとは濃密な社会関係を結んだ。そして、そこで培われた

近所づきあい、友人づきあいは、それから 6年を経た現在に杢るまで脈々と続いている。

上の f兄弟j や「親子j 関係は、しばしば血縁関係に関係なく使用されることがアフリカの常

であるが、！日ザングエデン住民にとっての親兄弟の関係には、正に家旗的な依存関係を見るこ

とができる。そのため、地縁にのみ由っていても、「家旗的Jな関係が成主しえたのである。

4. 新天地へ：トラム・ダキュイを中心に

ザングエテンを後にしたハウサを中心とする人びとは、新たな住処を見つけ、新たな生活を

始めている。ある入は自分の親元の近くに家を錆りているし、レストラン経営の女性は泊ザン

グ、エテン近くに新たに｝吉在講え、ザングエテン時代よりも大きな商売を展開している。ザング

エテンを追われたことが、正負のあらゆる意味で人びとの生活に変化を及ぼしている。開き取

りの結果、次の 3点を生活の変化とする入が多かった。

4.1 周縁化する住民生活

写真 2.トラム・ダキュイ トラム・ダキュイは、ワガドゥグ中心部、グラ

ン・マルシェから約 10kmのところに位置する。

この地域の憐には、新都心である、ワガ・ドゥ・

ミノレが控えている。そして、この南側は広大なブ

ッシュが広がっている。つまり、 トラム・ダキュ

イは のワガドゥグの にあたる場所に

している。

この地域は、 i自ザングェテンの住民のためだけ

に切り開かれたわけではない。自然拡大するワガ

(2009.3 筆者撮影） ドゥグの中心部は慢性的な土地不足であり、

らはこのあたりの土地を賢い、華者な住定を建てる。！日ザングエテン住民が、ザング、エテ

ンさながらの狭小な住宅に膨大な数の家族とともにひっそりと暮らしている住吉と見比べる

と、暁らかな格惹がみえる。トラム・ダキュイは、こうした大小の住宅が混在した、

街にあたる。

しかし、新たに切り開いた土地であるがための不便さは、トラム・ダキュイ住民の多くが指

摘するところである。 2009年に診療所こそ開業したが、現子生に査るまで、住民の台所たるマノレ

シェがなく、学校もない。水道の工事も進んでいるが、多くの人々は公共水道に頼っているの

水をドラム缶で貿わなければならず、日々の水の供給も大きな問題であるという。また、イス

ラームが多いハウサが大部分を占めており、モスク 定地は確課されているが、6年関連々



都市計画が住民生活lこ辱えるインパクトに関する都市人類学的考察 行

として工事が進まず、現在まで仮設モスクで礼拝をすることになっている。これらの笠指イン

フラの不備はトラム・ダキュイ住民の生活に深い影を落としている。

T氏は、 i日ザングエテンに生まれ育った。先述の A氏とは無二の親友である。T氏と A氏は、

ザングエテン若者組合で共にザカ許爵の反対運動を戦い、最後まで戦った同士でもある。 A氏

の父は、ザカ計画の話が持ち上がってすぐに郊外に土地を買って新たな生活をはじめ、 A

族は現在も、そこに居を講えている。しかし、す は、 2003年 11月、 の取り壊しが

始まってからトラム・ダキュイの現在の家の建設に敢り揚かった。 2007年にようやく

し、 T氏以下兄弟一間での生活が始まった。 T氏一家は、男のみの 7人兄弟で、すべての兄弟

同じ敷地に住んでいる。大人が 13入、子どもが 23人と 30名以上が狭い敷地に同居し

ていることになる。この家族は、食費、住居費等、生活費を共同で支払っている。毎日の食材

の買い出しは、交通費がかかるために、妻たちの一人が交代で行っている。男性たちの多くは、

市中心部の問屋や手工芸品アトリエで働いており、昼間はほとんど家にいることはない。子ど

もたちは、午前中は隣の地区にある学校に通い、午後には近くのコーラン学校に通っていると

いう。家族でのこうした光景は、ザングエデン時代とほとんど変わらない。

ザングエテンがそのまま移ってきたようなトラム・ダキュイの生活ではあるが、住民からは

悪化した生活水準の話を開くことが多い。 トラム・ダキュイから市中心街までの約 15kmを自

転車で行けば往復 3時間かかる。ワガドゥグ市民の多くが利用する自転車バイクで行けば片道

30分ほどで中心街に出られるが、軽油代が往復 500Fcfa（約 100円）ほどかかる。一家の一日

の食費が 2,000Fcfa程度であるから、買い物に行くだけで、以前よりも 25%上がる計算だ。

照縁部への移住は、中心部の顕業地域への人びとのアクセスを分断した。生活インフラの整

備の遅れもこれを助長している。確かに、出ザングエテン住民間の「家族的j 協調関係は保持

されているが、現在までのところ、人びとの生活を庄追していることは間違いない。

尋.2 グラン＠マルシェとトラム＠ダキュイ：停滞する経済活動

しくもザカ計画が行われた同年 2003年 5月 27日、ワガドゥグで の近代マーケットj

( Sidwaya2003 .5 .28-29 :2）であるグ1ラン・マルシェが焼失した。ここで働いていた数千人の人

びとが境きだされた。グラン・マノレシェには、衣料を中心に、食品、民芸品、文房具などが販

売されていた。中でも重要だったのが衣料品や手工芸品であるが、これらに深くかかわってい

たのがハウサの人びとであり、その多くがザングェテン住民であった。ハウサの人びとのなり

わいの代表的なものは、通商活動であったと述べたが、一方で、藍染め indigoや装飾品もハウ

サの重要な商業資源であった（Coquery岨 Vidrovitch1993）。

2009年 4月、約 6年ぶりにグラン・マノレシェが拡大再開した。グラン・マノレシェの周囲には

行き交う人の数も熱気が戻ったように見えるが、当のグラン・マルシェ内のブースには空きが

多く、さらに、客の数はほとんど見当たらない。

A氏はビーズネックレスづくりで生計を立てている。約 6年半の掃に、 A氏の流通経路もい

くつかの部分で変わった。品物づくりは、 A氏の自宅と、グラン・マノレシェからほど近いハウ

サ手工芸品工が集まる地域で行われ、グラン・マルシこに閉鎖期開に、その場所自体で敬引が行

われることが多くなった。この流れはグラン・マノレシェが再開した現在も継続している。これ

には、もうひとつの理由がある。それは、新しいグラン・マノレシェにブースを構えるために、

火災以前にブースを所有、ないし錆りていた街人に優先的にその場所が与えられたが、賃貸料
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は月に 25,000Fcfaと非常に高額になった14。それに追い打ちをかけるように、前項で述べたよ

うに、グラン・マルシェで働いていたザングエテン住民が離散したことにより、交通費がかか

るグラン・マノレシェを利用しない高売が成立するようになった。ザカ計画が狙った商業地帯の

建設は、こうした不運な事故も相まって行政が指向した方向とは裏腹に、むしろ商業機会の求

心性を失いつつある。

4.3 個人化／都市化／近代化する若者たち

ここまでを見ると、ザカ計画は現在までに経済的な効果をさほど挙げていないのが分かる。

そして、 113ザングエテン住民は、慣れ親しんだ土地を追われ、周縁に追いやられたように見え

る。経済の中心の担い手であったザングエテン住民を中心から大きく遠ざけ、工期の遅れから、

いつしか fザカ j と呼ばれるようになった！日ザングエテンは、安全と言われ続けたワガドゥグ

の治安を落としている。

しかし、こうした中で、最も激しくザカ計画に抵抗したザングエテン若者組合の A氏や、 L

氏、さらに 0氏は別の視角から！自ザングエテンの若者たちの動向について指摘した。それは、

ザングエチンが披壊されて以降、若者たちが自ら仕事を探し、日々勤勉に働かなければならな

くなった、というである。これは当然の話で、それまでのザングエテンは働かずとも、設かが

を提供し、友人や友人の親の持つ部屋を無料で借りていた環境から、すべて自らの手で賄

わなければならなくなったのである。

当然、時々の仕事はワガドゥグの一段的状況から考えれば、たやすいものではない。しかし、

ある意味、都市のごく一般的な状況に身を霞くことになった若者たちは、この 6年間

事に出かけるようになり、家庭を築いたものも少なくない。

L氏に部屋を貸していた、 M 氏の父は、ザカ計瞬が始まる直前に他界し、財産は M 氏

で分与した。 M 氏はザカ計留のため、ザングエテンの家から、分与された財産を元に、ワガド

ゥグ市南部に部還を借り、妾を迎えた。それまで決まった定職がなかった M 氏は、運転手と

してレバノン人の元で勤務している。しかし、 M 氏の給与は 45,000Fcfa15ほどでしかなく、月

の家賃 20,000Fcfaを支払うと、食費等を賄うのも一苦労だという。

一方で、誠氏の父が無料で部屋を貸していた L氏は、ザングエチン取り壊しの

ていたが、その後、両親が住む家に一時移り住んだ。その後すぐに家族の

震を借り、新たな生活を始めた。ザングエデン在住時から、看抜のデザイ

らに、自動車免許を利用し、自本の NGOのドライパーをすることもあった。しかし、

生活を始めてからは、塗装業の方が軌道に乗り出し、現在もワガ・ドウ＠ミノレに新たに建設さ

れた家屋の塗装業で忙しくはたらきまわっている。

の 0氏もザングエデンで生まれ育った一人である。。誌の父はザカ計留前年に能界した

が、それ以前から、すべての財産は 3人の棄に与えること、また、家族はいつも一緒に暮らす

ことを澄言していた。。氏は、 2000年に結婚し、ザカ計器が始まる前に独立する。家族は、ザ

カ計調によってザングエデンを退去することになるが、現在はトラム・ダキュイで 3人の妻と

その子どもたちが同じ敷地内で暮らしている。長兄である 0氏にとって、従来、その家族は 0

14以訴のグラン・マノレシェの賃貸料は不定で、 7,000Fcfaであったり、 10,000Fcfa、時には徴収を受け
ないこともあったという。
15 ゑヲ 9,000問 (c 1=655.957Fcfa、€ 1=¥ 135) 
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氏が世話をしなければならないところだったが、 3人の母とその家族はそれぞれが自立し、 F

れまでの約 10年間で。氏に負担をかけることはなかったという。

ザカ計画によるザングエテンからの離散から 6年近くが経つ。当然のことながら、

功した者もいれば、生活のセーブテイネットを失い、食闘のどん患に陥れられた者もいないわ

けではない。すべてがザカ計画に起関するわけではないが、間違いなく、ザング、エテンにあっ

たような f家族的j 地縁関係は簿れている。生活の単位は、地縁から家族、もしく

掴入へとシフトしてきていることが上の 3つの事例から読み取れる。こうした「個人化j のプ

ロセスを f近代化j と呼べば、皮肉にもザカ計額が狙ったワガドゥグの f近代化j と震なるこ

とになる。これらの現象をどのようにとらえるべきか、本論の最後に、これまでの議論をまと

め、考察を加えることにする。

5. 考察と結語

ザカ計画はアフリカに頻繁に見られる都市計調の一つである。行政の立場から考えれば、ア

フリカ都市部の急激な入品増加とグローパノレ化する経請を裁くため、急速な経済的インフラの

に応えたものが、こうした都市計顕である。その結果、暴力的な皮対運動が起こり、

を混乱に路れる。さらに、世常的な資金不足に協むアフリカ政荷の対応は不十分なも

のであることが常であり、浪乱は形を変えて人びとの生活に影響を与える。

ザカ計調も行政、権力と民衆の間にねじれを生み出し、人びとの生活を大きく変えた。ザカ

の T氏は、 々な変化があったが、 は一般に良好になったj という。確

かにトラム・ダキュイでは、パンコづくりだった家はコンクリ…トブロックになって耐久性が

増したし、汚水が流れ出ていた街路は、砂利が引かれ、清潔になった。

それまで、 f家族的j 地縁社会の中で、織かずとも食住が保障されていた環境から、他地域

の人びと間接に自らの手で接ぎ、家賃を払い、食費をねん出する必要が出てきた。近代化の要

がカネと物質、サーゼスの交換にあるなら、行政が指向したように、！日ザングエテン住民その

ものも近代化されたのである。若者たちが独立し、日々、少なくとも仕事を課すことになって

いる。ザカ計画の副産物として、このことを歓迎する向きも少なくない。しかし、その反語、

より苦しくなった生活と、周縁への移動は、生活の近代化の代わりに、！日ザング、エテンに見ら

れた不遇な人を吸収できる柔軟な社会性を奪い去ってしまったように見える。それは、多くの

！日住民が！日ザングエチンの生活を楼かしむ声に象徴される。逆に、ザカ計商への恨みは、多く

の113ザングエチン住民が、ザカ計画による

ことで表明され、 113ザングエテンの生活をさらに

中で命を落とした老人が数多くいたと述べる

る。ザカ計画が住民にとって「望んだ

ことではなかったj ことは明らかであり、近しい者通し、肩を寄せ合うようにして生活した時

代を、「家族j 的と述べる。ザングエテン的「家族Jの再実現は、思難になった実生活とリス

クを分担していた隣人の離散によって、現実的なものではなくなった。ただ、現在でもザング

エテン時代からの友人との間には、若者の間では茶会を通じて継続的に結束が保たれ、他の世

代においても、異なった形の結束が保たれている。ザカ計闘をめぐる住民の生活変化は、都市

社会の組み換えの過程であり、ザングエテンでの「家庭j 的社会の

あるのかもしれない。

ブオーク化Jの過軽で
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